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日本東北海区・東海区・南海区のプリ

定置網漁業のプリ漁況に対する一考察
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緒 論

プリ定置網漁業のプリ漁況についての研究は数多くあるが，うちでも故三浦定之助氏，故丸川久俊氏

の研究，近くは木村喜之助氏の相模湾プリ定置網漁業のプリ漁況と黒潮急潮の関係，字国道隆氏のプリ

漁況と環境要因との関係，高芝一男氏による低気圧と熊野灘プリ漁況の関係，又最近では三谷文夫氏の

プリ漁業生物学的研究等は著名である.然し年々変転するプリ漁況の原因については適確な説明がなさ

れていない.よって筆者は太平ー洋側について沿岸の水温変化(暖流，寒流，沿岸流)とプリ漁況の変動

の相関:を広く調べて見たのでその概要を述べる.結論付けには向不備の点も多いが大方の御批判を願

つ.

本研究については常に広島大学松平教授，東京水産大学字国教授，気象研究所福岡二郎技官，東海区

水産研究所森技官等の御指導を仰いだ.ここに感謝する.術作図IC協力を願った本学豊潮丸講師久保田

氏IC謝意を表す.

目 的

日本列島の太平洋側(東北海区，東海区，南海区)沿岸lζ敷設されたプリ落網の数は可成りの統数に

のぼり，各県毎，一漁村毎IC見てもこの漁業は漁獲高!C於て沿岸漁業中重要な位置を占め，その漁業の

消長はこの定置網漁業の盛衰に関与している.

日本の南海や束海がプリの主産卵場であり，漁獲高も多く魚価の最も高価なものに属するのであるた

め，この漁獲量の消長(経年的!c見て)を知ることは，本邦水産業!c於て重要なことである.ただ変動

の実体を摘むことは甚だ困難であり，又不可解の点も数多いが，その一端を掴もうとして本研究を試み

Tこ.

方 法

漁況の消長を検べるためには生物学的考察，資源学的考察叉は海洋学的考察，気象学的考察等がある

ように考えらる.そこでこの場合，三陸(東北海区)沿岸でプリ群が棲みにくくなるであろう各年の I
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-3月の平均水温と平年 (1-3月)水温との偏差値を大正7年~昭和34年1<:至る聞出して見た.場所

'は温屋埼である.これらの偏差値から三階段K分け，三陸の海の水温状態を高温年，平温年，低温年の

三期lζ分割して Text-fig.1のような図を作って見た. 
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Text-fig. 1. Deviation of each year's“winter water temperature" from the long-term 
average at Shioya-zaki. 

“Winter water temperature" is defined as the mean water temperature during Jan-
uary through March. 

The lond・termaverage is the average for 1918-1960. 
。ー。 Indicatesthe appearance of cold water mass off the Pacific coasts of central 
Honshu and Shikoku. 

次IC東北海区，東海区， 南海区の重要漁獲県のプリ定置網漁業による漁獲量を Text-fig.2 K出し

その両者を比較検討して見た.向三陸海区の沿岸海況の変動は塩屋埼の水温を以てその代表として取扱

っても大体間違いがないようであり，且三陸海辺の海況は或特徴をもって動いている一つのグループを

なすようにも考えて見たが，筒疑問の点が残されている.

考 察

水温は日本列島K沿って見ると春から夏にかけて南から北ヘ次第1<:上昇し，等温線は可成りの速度で

北1<:進んでいる.又秋から冬にかけては北から南1<:漸次降温してゆく乙とも認められ，等温線の南下も

明瞭である.乙れには気象や海流其他の要因が多分K含まれている.そζでプリ群の成長1<:伴う移動状

況を調べて見ると適温線 (140Cー170C)の移動Kつれ晩春から盛夏にかけて日本南海から北の海IC迄，

索餌回滋が旺盛となり，その問可成の速度で成長する.晩秋より初冬厳寒にかけて適水温帯の南退と共

1<:プリ群も南退し，南下の途次(日本東海，南海)適当な場所(沿岸適温帯で巨岸2.3浬より20-30浬

餌料豊富な潮境の所等)IC産卵し，稚魚は主として潮境等によって構成される流れ藻にかくれて餌を求

め，湾内深く(各水道叉は海静かな餌料の多い湾奥の適所(小潮境)K成育し)IC迄至る.又流れ藻を

放れた稚魚は (5-7月)漸次自由1<:水道，内海，外海の沿海lζ索餌回携し，若年魚(ハマチ)K成長

して小田携を開始し，成魚となるに従い，日本列島的1<:適温好餌を追い求めて大回滋ずる.又北の海よ

り南退の途次，沿岸定置網(落網)IC入網漁獲されるものが多い.

結語

次!CText-figs.1， 2を概観すると判ることであるが，三陸海区の高温年1<:は三陸海区はプリ好漁で，
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Text-fig. 2. Annual catch of the yellowtail in the four prefectures on the Pacific coast. 
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東海区，南海区のプリ漁は比較的不漁であり，三陸海区の低温年は同海区の漁況は概して不振のようで

あり，逆に東海区，南海区(特に南海区)のプリは好漁のようになっている.この好漁の原因は三陸海

区の高温年lこは同海区p:適温期が永く，プリも長期に亘り，同海区lこ滞泳し，入網期間も永くなるため

と思われる.又餌料も永くとまり，索餌期間も永くなるため南下も遅れる.叉低温年lとは索餌回i持は早

く切り揚げ(早く適温帯が南下のためか又，勿論餌料も早く南下するためか)プリ群は南下が速まり従

って三陸海区は早く不振となるのでな~)かと考えられる.結局列島的に見てブリ群が北に永く滞泳する

か，南lこ永く滞泳するかが海区別に見た海区プリ群の集積状態を決める一つの要因を作るのでな~)かと

考えられる.プリ群の集積状態は地先の漁況を決定するー要因をつくると思われるが疑問の点も多い.

以上は唯単に適水温帯の停滞期間と漁況の関係を考えて見ただけであるが，この他lともプリ漁況を左右

する要因は気象，黒潮暖流，親潮寒流の勢力の消長，対馬暖流，津軽海流，の関係が多分に関与し，叉

冬季束海区，南海区lζ起る冷水塊の出現の年廻りや同冷水塊の出現場所とこれを迂回する黒潮流帯の変

位や湾内分派流の差込みの状態や地先適温帯の収束状態が多分に影響するものと考えられる.東海区，

南海区の沿海で増殖用のため，人工的プリ稚魚の多量採捕が最近年の日本的(東海区，南海区)ブリ定

置網， 漁獲減少のー要因をなすものでな~)かと憂えるものである(資源学的に見た場合)倫，この問題

は気象学的に見た場合 actioncentorの北方変位や又北方暖海化と漁況の関係lこも微妙な関連性をもつ

ものでなかろうかと考察される.
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su民fMARY
(1) The yellowtail set net fishing of the “otoshi-ami" type is operated in many localities all along 
the J a panese coasts. A t a fishi時 villagewhere t白hi目s白sぬhin
community is profiおoundl片yi泊nfluencedby the success or failure口fthe yellowtai日1catch. This fishery 

may be said to be one of such fisheries to which the prosperity and decline of a白shingvillage is 

closely linked. 

(2) In spite of the importance of this fishery， little is known about the natural mechanism which 
causes the run of yellowtai1 to a particu1ar fishing ground to vary from year to year. This mecha-

nism has been speculated upon， but is left to be c1arified in many respects. 
(3) In this study， attempt is made， on the basis of an assumption， to supplya guiding principle 

for forecasting the run of the yellowtail into a coasta1 set net fishing ground. 


